
　
写
真
１
は
曲
が
り
莢
、
肥
料
不
足
や
根
張
り
不

良
、
日
照
不
足
な
ど
で
草
勢
が
低
下
し
た
時
に
起

こ
り
や
す
い
。
イ
ン
ゲ
ン
は
マ
メ
科
の
中
で
は
根こ

ん

粒り
ゅ
う

菌き
ん

の
着
生
が
緩
慢
で
、
施
肥
の
影
響
が
大
き
い

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
収
穫
期
ま
で
肥
効
を
切
ら

さ
な
い
こ
と
。
写
真
２
は
高
温
に
よ
り
発
生
し
た

奇
形
莢
、
イ
ン
ゲ
ン
は
30
℃
を
超
え
る
高
温
下
で

は
受
精
が
不
安
定
に
な
り
、
莢
の
中
の
子
実
が
少

な
く
な
る
と
奇
形
莢
に
な
る
。
さ
ら
に
結
実
が
少

な
く
な
る
と
落
莢
す
る
こ
と
が
あ
る（
写
真
３
）。

　
こ
れ
は
温
度
条
件
だ
け
で
な
く
栄
養
条
件
や
光

環
境
の
影
響
も
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
以
下
は
水
耕
栽
培
に
よ
り
再
現
し
た
要
素
障
害
。

写
真
４
は
カ
リ
ウ
ム
欠
乏
症
、
下
葉
の
周
辺
部
か

ら
黄
化
し
、
症
状
が
進
む
と
枯
死
斑
を
作
る
。
写

真
５
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
り
見
ら
れ
た
中

位
葉
の
黄
化
、
葉
脈
を
残
し
葉
脈
間
が
黄
化
し
た
。

写
真
６
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠
乏
症
状
、
新
葉
を
含

む
成
長
点
が
壊
死
す
る
。
カ
リ
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
３
つ
の
要
素
は
互
い
の
吸
収
を
抑

制
す
る
関
係
に
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
管
理

が
必
要
と
な
る
。

　

写
真
７
は
鉄
の
欠
乏
に
よ
り
見
ら
れ
た
黄
化
葉
、

鉄
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
合
成
に
必
要
な
要
素
で
、

欠
乏
す
る
と
最
初
か
ら
黄
色
の
葉
が
出
る
。
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
の
欠
乏
で
も
葉
は
黄
化
す
る
が
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
で
は
、
一
度
緑
色
に
な
っ
た
中
下

位
葉
が
黄
化
す
る
。
こ
れ
は
欠
乏
に
よ
り
中
下
位

葉
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
分
解
さ
れ
て
黄
化
す
る
た

め
。
写
真
８
は
マ
ン
ガ
ン
の
過
剰
症
、
下
位
葉
か

ら
発
生
し
葉
脈
が
紫
褐
色
に
着
色
し
、
葉
身
に
も

同
色
の
小
斑
点
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
黄
化
し
た
。

マ
ン
ガ
ン
は
通
常
の
土
壌
に
も
多
量
に
含
ま
れ
、

過
湿
や
酸
性
に
よ
り
多
量
に
溶
け
出
し
て
過
剰
害

と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
対
策
は
排
水
対
策
、
土
壌

の
酸
度
矯
正
、
有
機
物
の
施
用
な
ど
で
あ
る
。
欠

乏
の
場
合
は
下
葉
か
ら
ま
だ
ら
に
黄
化
す
る
（
写

真
９
）。

　
写
真
10
は
ホ
ウ
素
過
剰
、
自
然
状
態
で
ホ
ウ
素

が
過
剰
な
土
壌
は
わ
が
国
に
は
な
い
が
、
ホ
ウ
素

肥
料
の
誤
っ
た
施
肥
な
ど
で
過
剰
症
が
出
る
こ
と

が
あ
る
。
イ
ン
ゲ
ン
は
ホ
ウ
素
過
剰
に
は
弱
い
と

さ
れ
て
い
る
。

写
真
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説
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〜起こりがちな生理障害と対処方法〜

インゲンの生育適温は15～25℃程度。
適温より低くても高くても莢に障害が出やすく
なります。肥料の過不足による要素障害は多く
はありませんが、まれにマグネシウム欠乏や、
ホウ素やマンガンの過剰による障害がでること
があるので、肥培管理に注意が必要です。
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イ
ン
ゲ
ン
は
中
南
米
が
原
産
と
さ
れ
る
マ
メ

科
の
作
物
で
、
完
熟
し
た
子
実
や
若
い
莢さ

や

を
食

用
と
し
ま
す
。
涼
し
い
気
候
を
好
み
、
生
育
適

温
は
15
～
25
℃
く
ら
い
、
30
℃
以
上
で
は
落
花
、

落
莢
、
奇
形
莢
の
発
生
が
多
く
な
り
、
昼
間
13

℃
、
夜
間
８
℃
以
下
で
は
生
育
が
遅
延
し
ま
す
。

肥
料
切
れ
な
ど
で
草
勢
が
低
下
す
る
と
曲
が
り

莢
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
壌
は
あ
ま
り
選

び
ま
せ
ん
が
、
根
の
酸
素
要
求
が
高
く
、
湿
害

を
受
け
や
す
い
た
め
、
栽
培
に
は
排
水
の
よ
い

膨
軟
な
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
酸
性
土
壌
に

は
弱
く
、
適
正
pH
は
５
・
５
～
６
・
８
程
度
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
料
分
の
過
不
足
に
よ
る
障

害
は
少
な
い
で
す
が
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
欠
乏

が
ま
れ
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ウ
素
や
マ

ン
ガ
ン
の
過
剰
に
も
弱
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。


